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1971年国際オフィオライト研究集会に参加して

はじめに

���瑩潮��楯湯������捩�捥猨��

国際地学連合)が行たう活動の一つとしてオフィオラ

イト現地討論会カミ1970年から行たわれている.初年度

はスイスから北部イタリアにかけてのアルプス山脈地域

がとりあげられここで最初の巡検が行たわれたわけで

ある.オフィオライトとよばれる地向斜緑色岩類は

地球上のすべての榴曲山脈にほう大た量を示して分布す

るものであり地質構造論造山論岩漿分化論鉱床

成因論たどわれわれが日常議論しているすべての分野

にこの岩石はひっかかりを有している.したがって

オフィオライトの問題はとうていないがしろにはすまさ

れぬものたのである.にもかかわらずオフィオライ

トの成因については問題があまりにも多い.すなわち

その対象のとらえがたさからオフィオライトについて

のそもそもの定義やそれに対する見解はマチマチの現

状である.
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オフィオライトについての統一見解が克られぬまでも

この岩石の由来についての手がかりをえようとする試み

がこのオフィオライト巡検の目的の一つだと思われる.

この研究を行なうのに巡検という方法が採用されたこと

は何といっても達見であったと思われる.この課題

に対して机上の空論をいくら重ねたところでらちが

あかぬことは火をみるより明らかである.その意味で

この企画を進められたスイスのLAUBsc亘珊教授には

敬意を表さねばなるまい.

さてこの年のオフィオライト巡検は北部ギリシアで行

なわれた.これに先立ちわが国でも“オフィオライ

ト研究グルｰプ"(Ophio1iteworkinggroup)が地質学

研究連絡委員会により組織され15名の専門家研究者が

このしごとを進めることにたった.私もその1人であ

るがたまたまトルコに技術協力計画で派遣されること

になりトルコはギリシアの隣国であるしトルコの地質

とはきわめて密接たつながりがあるのだからこの巡検

と討論会には晋ひ参加したいと念願していた.私の出

席について種々お骨折りをいただいた地質調査所長

小林勇氏トノレコの鉱物調査開発研究所(M.TA､)総

裁AL肌N氏および東京大学教授木村敏雄氏に感謝する

次第である.

9月下旬全目程を無事に終了してアンカラにもどっ

たのでとりあえずその概要を報告して大方のご参考

に供したいと思う.

第1表ギリシア･オフィオライト巡検参加者リスト(ABC順)

Bム皿BA,T.Dr.M.T.A.Enst価s廿MadenEtud.An一一

��さ�����

BRUNN,エH,Prof.

�������昮

���倮��

�乳獅��偲潦�

歡牡呵���������癥�昀

��測�歹漬��渮�

�漱�楣���楴畴�晴���敲���

Bemo出1ianum,4056Base1,Switzer-
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Laboratoryo壬HistoricaIGeo1ogy,

��礬�慮捥�

Depart皿entofGeology,University
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��楴畴潤��汯��敵�楙敲���
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InstituteofTechnology,Sonneg一

1図北部ギリシアの地質分帯とオフィオライト巡検コｰス�
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JAcKs0N,瓦D.Dr.U.S.Geo1o9五｡a1Surマey,345Middle一

五e1dRd.Men1oPark,Ca1if.94025,

啓�

LAUBscH鵬,H.P.Prof.Geo1ogica1InstituteoftheUniversity,

�浯由�慮畭�〵�慳����敲�

���

Moo児Es,E.M,Pr〇五Uni∀ersityofCa1ifomia,Department

潦�漱�礬�癩���景浩����

P畑E0T,工RDr.SSCORSTOM,70,Contad'Aulua9

���礬�慮捥�

卍������数���瑯������癥�楴�

ofCa㎜bridge,Sed鮒ickMuseu㎜,

DowningStreet,Ca皿bridge,Great

�楴�渮

巡検

会期は9月10目から19目までの10日間で9月9日夜

にはギリシア北部の都市Thessa1onikiに参加者12名が

集合した.10目の朝に放ってお互いに初めて合わせ

る顔もあれば2回目ということでやあしばらくとい

った調子の連中もいてひとまずお互いの紹介が行なわ

れた.事務局はギリシア国立地質調査所のK.ZAc亘｡さ

民ギリシア国立工科大学のC.E.TsoU冊肌Is教授およ

びスイスのBemou11ianum大学のD.B珊NoU皿I氏

が担当された.この朝事務局からたくさんの資料が一

同に手渡されしまつに困るほどであった.そのおも

たものは

D.BERN0ULLIとH.L蛆Bso蘭Rによる“TheRa1insPastic

�潢�浯晴������∀

工H.B㎜NNによる“Ophio1itesandMesozoicsedimentsin

,the｢1eriaarea"

“Ophio1itesandsedimentaryrocksin

��潺慮楡��

さらにこの地域に関して出版された多くの資料の中か

ら図面だけを抜すいした30余へ一ジにわたるコピイ

等である.それらの部厚い資料を開く間も与えられず

われわれを乗せた4台のマイクロバスは10日間の巡検

に向けてスタｰトした.

コｰスは第1図に示すようにThessaloniki一→Veria

_→Kozani→Greven泓→Ka1a㎎ba友a_→La]=isa

一一･Lamiaとなっており.このコｰスの中にギリシア

の地質構造の骨格ともいえるPe1a90ni㎜zOne,SubPe1a-

gonianzone,Pindosz㎝eが顔を出すことにたってい

る.北方地域での巡検案内をされたのはフランスの

J.H.BRUNN教授である.Pe1ag㎝ianz㎝eとその東

方のVardar･oneとの接触地点で最初にぐるまカミ止め

られ教授のたくみな解説がはじまった.教授の説明

の大要は次のようたものである.

｢VardarzoneはPe1ag㎝ianzOneに対して衝上断層

をもって衝上する.ここではPe1ag㎝ianzoneは白亜

紀石灰岩からなる.この石灰岩に伴って'蛇紋岩を含

むオフィオライト岩類(ophio1itesuite)があらわれる.

衝上帯付近には大理石礫岩や角礫岩とも称すべきものが

ありその延長は20～30kmにおよぶ.衝上運動カミひ

き起こされたのは上部白亜紀と推定される.蛇紋岩の

貫入は下部白亜紀かと思われるがこの運動に伴って蛇

紋岩の片状化が進められた.運動の方向億北東から南

西方向に向かっている.｣

はるかにたがめられる山々を指向し次がらBRUNN教

Thess黄1onik玉の街

Thessalonikiに集合し出発を待つ巡検メンバｰ�
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2図ギリシア北部の地質図(I平ANGoD正RIAUx(1968)による)

のである.食事机ベッド机炊事具一式をそなえ

てあり奥さんと犬をつれてきていていかにも得意の

おももちである.私も一目このくるまにのせてもらっ

たがまことに快適であった.そして博士はそのくるま

の欠点を2･3指摘してこれさえ改良されれば鬼に金

棒であるから日本に帰ったら｢TOYOTA｣に命じて

完ぺきたものを造るとよろしいとこちらのふところぐ

あいもかまわず親切にいってくださるのであった.

昼食カミ午後3時事務局の用意したコッペパンとブド

ウ酒チｰズくだものはすき腹の一同の胃のふにしみ

た.フランスの若手研究者P畑趾丁博士が腹がへっ

て歩けないぞと事務局に文句をつけていたのが印象的で

ある.昼食後午前中に観察したものと同じ衝上帯の

露出を2･3追跡し谷を下りやぶをはいVer{aの

ホテルについたのは暮色せまる午後7時である･ひと

ふろあびてから町のレストランで夕食会がはじまる･

BRU酬教授夫妻を中央において今日の観察結果を

あきることなく話し続ける.まことに熱心たものであ

る.夜の11時にホテルにもどったがその遺すがら

アメリカからきている連中は小さい声で｢この調子で

10日間をすごすと殺される目にあいますよ｣とわたし

たにささやくのであった.皆カミ回じ思いだったにちが

いたい.初目にドギモをぬかれたといったところであ

る.翌日も同しべ一スで巡検は進行した.

援は大声で解説をする.それが終わると質問はたいか

と一同を見渡し2･3の質問に答える牛すぐ上衣もシ

ャツもぬぎすてて目的地に向かって谷をかけ下りてゆく.

とても59歳とは思えぬ元気さである.

教授は自分で設計したという白塗りのミニバス型フォ

ルクスワｰゲンをみずから運転してパリからやって来た

第3目目の9月12目にたると案内はカリフォノレニア

大学の&M1Moo醐教授が担当した.同教授はKozani

地域を最近数年間研究しているとのことでここでその

論文“TheTroodesMassif,Cypmsandotherophio1ites

aSOCea㎡CCruSt"が一同に手渡された.教授は岩石

学者でとくに超塩基性岩の研究に重点をおいて研究を

初目の案内をつとめ説明をするフランスのBR岬N教授

ye曲からK㎎如ilζぬける1』1間に偉むギリシア人狂ち�
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進めてきた人である.

Ko･ani南西地域に発達するかんらん岩を主としダ

ンかんらん岩を伴う大きい超塩基性岩体が一同によって

検討された.またとくにダンかんらん岩相の中には縞

状クロム鉱床が発達しておりその数およそ200におよ

ぶということである.わたしたちはSkomtsa鉱山

の第25号クロム鉱床を見学する機会を得た.同教授の

説明によるとこのかんらん岩体は2つのドｰム構造を示

しておりクロム鉱床はその構造の頂部の位置にあたる

のでほぼ水平にたっているとのことであった.また.

蛇紋岩化作用は一般に低度であるが網状に進行してい

てときに角礫状を呈するところがありこれを

“se工pentinebrecc三a''と名づけているとのことであった.

さらに岩体の周辺部に輝岩斑紡岩がみとめられる.

これらはかんらん岩を切る多数の岩脈として発達し一

般に細粒のものは流理構造が顕著で粗粒のものは塊状

を呈するがこれらの岩脈がかんらん岩の周辺にのみ現

われるのでこの地帯を“tranSitiOna1Z㎝e"(漸移帯)

とよんでいるとのことである.

翌日はフランスのJ且P蛆R0丁博士が案内に立った.

博士は最近2年間Grevena付近の塩基性岩の研究を行

たっている若手研究者で今はシリアの地質調査をして

いる辛しであるが解説者にたってくれるようLAU酎

C亘醜教授から呼び出されてアラビア人の衣装をまと

って急きょ馳せ参じだということである.

Sub-pe1agonianに属するこの塩基性岩は主として斑

紡岩からたるがその一部にはかんらん岩輝岩のよ

うな超苦鉄質岩もみとめられる.とくにわれわれの興

味をひいたのはかんらん岩相の申に斑紡岩の5～10

Cmのパッチカミ著しく発達していることであった.こ

の点について解説者Pム品｡Tの説明はみかけの分類で

はかんらん岩であるが成因的観点からは斑紡岩にすべ

きだということである∵日本の目高山脈の"幌満かん

らん岩"の場合は斑編岩相を伴うとしているカミこれ

を`かんらん岩塊とよんでいるのであってここにも1つ

の混乱のあることを知った次第である.

その目の午後はこの斑編岩からほど近いところに発

達するすばらしい枕状溶岩の露出を見学した.重なり

合うように発達する球状の玄武岩の単位枕ほ50～100c㎜

でそれらの間隙は凝灰質角礫岩で充てんされさらに

この枕状溶岩を切って発達する輝緑岩がある.PA蝸｡T

はこの輝緑岩は造山運動の末期産物でチタン輝石が主

要な構成物になっていると説明してくれた.私が目高

地向斜地帯で研究した枕状溶岩とそれを切るアノレカリ

輝緑岩との関係と全く同一の現象をはるかに離れたギ

リシアのアルプス造山帯でみることができたのはひb

よう在感激であった.目高の場合はこのような環境下

にある枕状溶岩は多くの場合スピライト化している例

をのベスピライト化とアルカリ輝緑岩は密接な関係に

あるはずだからそのような観点からその岩質を検討す

るようにすすめてみた.

15目にはGrevenaとKa1ambakaの間を流れるA1iak･

mOn川に露出するPe1agOnian大理石(三畳紀)とそ

の中に爽在してくる無数の緑色片岩の観察が行なわれた.

緑色片岩に認められるリニエｰションを試みに測定して

みたらN40.W方向を示すものばかりでリニエｰショ

ンをつくりあげた運動の方向が衝上運動の方向と完全

に一致していることを知った.さらに私の興味をひい

たのは緑色片岩の一部に比較的原岩の状態をよく残し

ている枕状溶岩の存在であった.これは多くの方解石

脈で切られて亀甲状の構造を示しているとはいえたい

へん新鮮なものと思われた.

日本で古くから問題に在っているところの｢変成帯

の緑色片岩の原岩の化学組成を知ることはきわめて困

難である｣という1つの課題に対してある手がかり

カミえられるものと信じている.片岩化したものとこ

の原岩の新鱒た部分との双方をたいせつな試料として採

取したことはいうまでもない.

その目の午後はMeteo工aに近いところに発達する蛇

紋岩とその中に発達する無数の白～灰色岩塊の性質が

検討された.あるものは私の見たれたロジン岩であっ

た.ロジン岩に不慣れの者は方解石の玉だと主張した.

私はその主構成鉱物が灰はんざくろ石であることを強調

すると共にロジン岩の命名の歴史までも解説した.

しかしたカミら別の岩塊は明らかに堆積岩で細粒の砂岩

でありその岩塊は一部変成をうけて反応最(うん)ら

しきものを生じている.ここで超塩基性岩の温度･庄一

力条件についてさかんに議論カミ行たわれた.はだし

･てそれカミ超塩基性岩によるところの変成現象であるのか

皆が岩塊の中心部と外側皮殻部の試料を採集するのに

余念がなかった.この蘭は比較的作業が早目に終わっ

たのでギリシアの名所の1つであるMeteor我の景勝

地にく･るまをまわし皆でカメラの腕自慢にはたをさか

せた.

16目はギリシアの最高峰といわれるO1ympe山のふ

もとに発達するPe1ag㎝ianzoneといわゆる“01y㎜pe

W三ndOW"とよばれる上昇地塊との接触地を構造地質学�
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Ve㎎inaの部落で中食をとる一行左からアラビアの服装をしている

フランスDf.PムRR0TアメリカDr.Jム｡Ks0NイギリスDr.

SMI皿アメリカMooR醜教授

的見地から見に出かけた.ここ性フライスLiu大学g

IY州GoD醐I蛆x(1968)が学位論文の光めに非常によい

しごとを行なったところである二01シ車釦window

は主とレて犬撞石ドロマヤトがらたるが一.その'まわり

を緑色片岩やマイ点デイト1ζMy恥itξ〉･危どの変成岩牟

と1巻いているのをみ竿とがすき差･途抑ら昨､.

降られて干･にヵでリテ(K坤･λの1†テ/咋砂っ1

勺が一L坤醐神授幽亡め数辛岬縦苧しズ

印の稼行唯ぶま坤ぽギ嚇市､･錐にとった･･

オリブの実力職っ申しく一オリ･プの鎌/燦ポ

だ岬乖気であ牝.･･棚の哀食は職中用意した

止いから:各自で序きなものを用意チるように差b通告が･

出された.t･事務局は痛意した食事にカ)たり責任を感じ

てしまったようである.

17目病人にはくるまの中で横にたづそもらっ

'断帯に沿って無数の輝緑岩が貫入してきている.

のが興味をひいた.午後からはここでいわゆ

る“オフィオライト"といっている･蛇紋岩と､

､枕状溶岩とからたる緑色岩筆不整合におおって･.

いる基底礫岩層をみた.この礫砦は上部白亜･

･系という説明があったがここにも拝緑岩の一岩

脈をみること苧できた｡

18目La㎜iaを朝8時に発ち北方のジュラ

樽隷鴛111㌫11楓曲二瓢

察しこの造構運動の性質がどのようたものであったか

が議論された.ここで示されたスミスの地質図(未完

成)はド山ム状牽たす三畳紀層を中心としてそδまi

わりに次々と新レい地層か発達する絵がかかれていだ

三畳紀層地塊?上昇に伴ってまわりの地層カミ異帝に擾敬二｡

をおこし本ものと推定されこの擾乱によ?で上述微揮.一

曲が隼し走ということであった.

,いh･よ今日で巡検は終わるのであ一る･風が吹きは'

じめてきたがスミス博士は自分のスィｰルド1と世界の

学者カミ集ま･ってくれたことに感激してあそこもごこI

ψこ案内に立ち古枯しのようた冷い早の中で一生懸命'

に説明をく'り返した..同博士からはきわめて熱心謙､

.虚な英国地質学者という印象をうけた.

以上のようだ次第で最終目の巡検を午後6時に終了し

パスの中に散乱している皆の石の整理が始まった.私

Lamia近くに発達する枕状溶岩

Lamia付近の枕状溶岩に示される風化による亀甲模様�
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ば飛行機で持ち帰らたくてはたらぬことをはじめから考

慮して数は多く量は少なくという方針をとったが

それでもズシリと肩にくいこむ目方になっていた.隣

りで石を整理している米国地質調査所のJAcKs0N博士

をみたらたんと彼の採集した石はいずれも特大である.

持って帰れるのかと聞いたら米国地質調査所が責任を

もつのだという回答だった.

討論会

いよいよ19目最終討論会の目である連日のしごき

ランを借りて会は朝8時からはじまった.スイスの

GムNssER教授がLムUBsc亘鵬教授を座長に推挙し同教

授がいすについた.

多くの質問事項がすでに整理されていてまずB工inos

オフィオライトの岩石学的特徴についてのべて欲しいと

提案があり米国のムｰア(Moo肥s)が輝緑岩の化学組

成と大洋底での溶岩としての厚さと規模などについて

彼の意見の開陳があった.さらにダンかんらん岩は

んれい岩等深成岩のMg/Fe比率の問題かんらん岩の

貫入温度とマグマ溜りの中での温度等について彼の意見

が出された.結論としてオフィオライトの最大の特

徴は徐々に冷去口する過程を経てできたものであること

に注目したいと結んだ.

座長はさらに底層におけるこれら岩石の状態を明ら

かにしたいと提案し海洋地帯の温度･圧力条件につい

て米国地質調査所のJAc醐N博士を指名した.

アテネアクロポリスの景観

JAcKsoNは超塩基性岩は海洋マグマともいうべきものか

らたかぱ固体の状態で貫入してきたものと思われるが

オフィオライトが岩漿活動の直接産物であることを証明

する材料をあまり知らたいというのが現状ではたいかと

1つの問題を提案した.

第2の問題として変成岩とくに角閃岩の生成され

る条件および石灰岩が大理石化する過程についての論

議が行なわれた.これはナッペ構造の形成過程の中で

交代作用の進んだ可能性があるという点で一同の賛成が

得られた.PindOsナッペの形成期すたわち上部の

白亜紀～下部第三紀にこれらの変成岩化が進行したも

のと結論された.座長から｢Pe1agOnian･0neに2つ

の造構運動の時期を設定したい.それぞれに蛇紋岩が

活動したと思われるがどうであろうか.またこの2つ

の造構運動がオフィオライトとどのような関係にあるで

あろうか｣との問題の提案が行たわれた.

ここで私は指名をうけたので大要次のことを発言し

た.

｢祥はp本のとくに北海道のジュラ紀のオフィオライｰ

トについて研究をしてきたかこの時代の枕状溶岩は!ニ

レアイト岩系に属するも.のが多いことカ湖らかにされて.

いる.ヰにはスピライト化してアノレカリとくにソｰ

ダにとむものがあ声が私はそれをスピライト岩漿から

もたらされたものとは思っていたい･本源的にはいず丁

れも1〉レアイト岩漿から由来したものでスピライトは

低度変成作用の産物として2次的に生成されたものとみ

ている.したカミってジュラ紀の主要た地向斜火成活

動は大洋地殻の玄武岩層の中でも比較的上位の部分か

ら発生したものと考えたい.

アテネアクロポリスの景観�
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次にPe1agonianの蛇紋岩に2つの時期を考えること

には同意できない.その理由は塊状の蛇紋岩体と片状

化した帯状の蛇紋岩とは実は同じものであって前者が

貫入後の造構運動によって変形変位したものが後者で

あると考えたい.ここでも観察したように塊状蛇紋

岩の中のクロム鉱床が縞状鉱からたっていて母岩変質

をほとんどみることができないのに一方片状蛇紋岩の

中のクロム鉱床はほとんどが不規則塊状鉱からたりま

わりは緑泥石化を強く受けているという事実がある.

私はそれをクロム鉱床の2次鉱化としているが蛇紋岩

を取り扱う場合にはこのようた見方が必要だと考える｣.

アテネについてホテルで旅装を解くと間もたく地質

調査所から案内がきて私どもは夕刻7時に地質調査所

に出向いた.地質調査所は都心のビノレに間借りしてい

る小規模たもので人員は40名ということである.こ

こには所長のY州N酊AKIs氏が待機されさっそく会議室

に招かれた.会議室には討論会形式に机といすが並べ

られており所長の歓迎のあいさつのあと今回のオフ

ィオライト巡検の問題点成果といったものをわがギ

リシア地質調査所の所員に披露していただきたい旨のこ

とばがあり再びLAUBscH鵬は座長のいすにかけさせ

られてしまった.

以上で午前中の討議をひとまず終了し昼食後再び会

議は続けられた.ここでは第三紀におけるオフィオラ

イトの分化の問題がとりあげられた.さすがに皆疲れ

が出たようで午前中ほど活発な議論はたく造構運動

の方向や海進海退の状態についての問題カミ主となり

岩石屋は沈黙してしまった.ここで座長は午前中から

の討論で得られた資料を整理していちおうのまとめを試

みそれについての一人一人のYesかNoかを確認し

会議の終了を宣言した.時に午後3時である.

ギリシア国立地質調査所を訪ねて

討論会は終わったがその目はもうひとつ予定がくま

れている.ギリシア国立地質調査所が私どもの労をね

ぎらって夕食会を用意しているということである.わ

れわれは討論会場からミニバスを連ねて一路ギリシア

の首都アテネに向かって南下した.途中の美しい海岸

と工一ゲ海にうかぶ数々の島々が疲れた頭脳とからだ

を十分にいやしてくれた.

JAcKs0NBRUNNMo㎝Es各教授がギリシア巡検の印

象といったものを述べたがここではギリシア語への通

訳が必要とあって2倍の時間を費やすことになった.

ひとわたり儀式がすむと今度はギリシア国立地質調査

所でもっとも力を注いでいるボｰキサイト資源の話を聞

いていただきたいという提案があって長い長いギリシ

ア語の講演を聞かされた.夜もふけて時計はすでに10

時をまわっている.フランスのPA鵬｡Tはここでも腹

がへったぞとさわぎたてたがまさしく彼の言うとおり

であちこちから苦笑が洩れはじめた.

10時半から海岸にある美しいレストランに用意された

ギリシア国立地質調査所心づくしの夕食にありつき先

ほどからの空腹もみたされ最後の夜は歓談つきるとこ

ろがたく深夜の1時になって閉会が宣せられた.あ

ちらでもこちらでも別れを惜しむあいさつがかわされて

いた.10日間の長きにわたっていっしょに山を歩き討

論をした仲間はいつのまにか別れが辛いほどの友だち

になっていたことをしみじみ感じたしだいである.

蟻裟鴛篶ギ茸谷

る可能性が大きいから事務局をおしっけ

られますよとおどかされた.日本とトノレ

コの2国の代表という顔をもっていた私に

とってこれはか次りの難題であった.

ところで会議では英語とフランス語とが用

いられ時としてスペイン語もゆるされた

ことを付しておく.

(筆者は北海道支所現在トルコM.T.A.の研究

所において技術協力事業に従事)

アテネ市街�


